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８ ＝汀/６ ｉ 。＝汀/６，６。＝0,〃＝１，リー２，６＝－０３，γ＝0
lJNl/ＩＨｉｌ lEXFcr(P)’ び尺/汀Ｑ２
０ 1０－２ 1０－１ 1００ 2.0 ＣＯ
６ 1.7270 1.3148 10857 0.4270 02763 13174
７ 1.7893 1.2929 0.1009 0.4534 02833 1.3710
８ 21236 1.0255 09645 0.4431 0.2763 .4386
1.8330 10289 0.9311 0.4499 0.2762 1.5085
’ 1０ 19263 0.9459 0.9045 0.4531 0.2781 1.4887
１ 2.0215 0.9524 08982 0.4547 02766 1.4985
1２ 0.9897 09135 0.4545 0.2763
1３ 0.9759 0.9114 0.4544 0.2762
1４ 1.9648 0.9822 0.9105 4543 0.2761 1.4994











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１０７ノ γ'2Ｓｉｎ８’1＋（ )２ (Ｅ６）r'sin8'０．’
であり，Ｓｂは散乱体表面上の照射領域を表し，また仇(。')は照射領域と影領域の境
界を表している．ここで，式(Ｅ４)の積分領域を拡張し
の鬘金/FL-L- g(０，Ｊ：β',。')ejM"'６:'''６')。β'。。’（Ｅ７）Ｄ(０，
とすれば，停留位相法[76]を適用できるので
Ｎ
Ｄ(８，．)＝Ｚ|/,，ハゥーノ;`'-1/29(β響,。`Wjl〃(…｡)-1/…(ルルーノ:`)I
８＝１
（E､8）
を得る．ここで(８．，６s)は
｜:)|川::iに::１１１二二Ｉ
を満足する停留点を表し，また，
九Ｆ祭'1,コ:九Ｆ祭',Mｺﾞ:ルー所壽為',ｺﾞ：
である．式(Ｅ８)より指向性関数の近似値を得ることができ，更に
(Ⅱ9）
(Ｅ10）
Ｈ(んα)＝(2/α)Ｄ
の関係より伝達関数Ｈ(んα)を計算できる．
(Eu）
